
2017.9.4の

　
　

【
,

.
rL

九州キリスト教社会福祉事業団
評議員

中津商工会議所名誉会頭

安藤元博

いずみの園ワークセンターシャローム ご利用者の作品

評
議
員
就
任
に
あ
た
っ
て

「
公
益
性
・
非
営
利
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
制
度
を
見
直
し
、

国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
法

人
の
在
り
方
を
徹
底
す
る。
」
こ
の
度
施
行
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人

制
度
改
革
の
冒
頭
に
記
載
さ
れ
て
い
る
文
言
で
す
。

も
と
よ
り
『
い
ず
み
の
園
』
は
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
公
益
性
、

非
営
利
性
等
は
当
然
の
こ
と
、
地
域
社
会
貢
献
に
つ
い
て
も
先
進

的
に
実
践
さ
れ
、
大
き
な
実
績
を
残
さ
れ
て
い
る
社
会
福
祉
法
人

で
す
。
地
域
に
長
年
住
む
者
と
し
て
私
の
誇
り
と
す
る
法
人
、
施

設
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
度
の
制
度
改
革
に
際
し
、
栄
誉
あ
る
法
人

の
評
議
員
に
ご
指
名
を
受
け
、
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

来
年
、
施
設
開
設
四
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
と
お
聞
き
し
ま
し

た
。
そ
の
長
い
歴
史
の
実
績
と
ご
苦
労
に
改
め
て
敬
意
を
表
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
最
近
の
充
実
し
た
事
業
の
展
開
は
目

覚
ま
し
く
、
福
祉
介
護
の
分
野
の
み
な
ら
ず
、
経
済
、
文
化
等
多

方
面
に
大
き
な
影
響
力
を
発
揮
さ
れ
、
地
域
に
果
た
さ
れ
て
い
る

社
会
貢
献
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
言
動
力
は
、
理
事
長
の
先
見
性
と
行
動
力
等
々
に
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
理
事
長
ご
自
身
は
い
ず
み
の

園
の
魅
力
は
「
職
員
力
」
と
「
地
域
力
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
そ
れ
に
「
利
用
者
、
家
族
の
力
」
を
つ
け
加
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

い
ず
み
の
園
の
質
の
高
い
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
利
用
者
、

家
族
は
、
そ
の
時
か
ら
い
ず
み
の
園
の
身
内
の
よ
う
に
、
サ
ー
ビ

ス
が
如
何
に
良
か
っ
た
か
を
周
囲
に
伝
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
の

で
す
。
大
き
な
い
ず
み
の
園
の
力
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
職
員
力
」「
地
域
力
」「
利
用
者
力
」
等
、
様
々
な
力
が
働
き
あ
っ

て
、
い
ず
み
の
園
は
今
後
も
さ
ら
に
魅
力
の
あ
る
施
設
と
し
て
発

展
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
も
そ
の
一
員
と
し
て
微
力
な
が

ら
関
わ
ら
せ
て
頂
き
、
お
役
に
立
て
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

社会福祉法人九州キリスト教社会福祉事業団 〒871-o162 大分県中津市永添 2744 TELO979 ‐23‐1616 舵)
中 津 総 合 ケ ア セ ン ター い ず み の 園 http:〃www.izuminosono.ip E‐mai1:sogocare@de1uxe.ocn.ne.jp
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信望愛 それゆえ、信仰と、希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。その中で

◎

′ 最も大いなるものは愛である。 コリントの信徒への手紙11313
唖霊園圏
神と人とに仕えるキリスト教の愛と奉仕の精神を基本理念とする

Sincel978 1′アメニティ(快適主義) ヒューマニティ(人間主義) □- カリティ(地域主義　　　　　
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で
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
長
選
出
の
後
、
理
事
長
か
ら
2
0
1

6
年
度
の
事
業
報
告
が
さ
れ
、
次
に
審
議

議
案
と
し
て
、
第
『
号
審
議
事
項
の
「
2

0
『
6
年
度
決
算
及
び
監
査
報
告
に
関
す

る
件
」
に
つ
き
全
員
の
承
認、
第
2
号
の
「
理

事
o
監
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
任
(
案
)

に
関
す
る
件
」
に
つ
き
、
全
評
議
員
の
承

認
で
決
議
、
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
法
人
本
部
事
務
局
よ
り
法
人
の

事
業
活
動
と
し
て、
①
女
性
活
躍
推
進
法
に

基
づ
く
計
画
進
捗
状
況、
②
4
月
に
開
所
し

　 　　 　　　　　　　　　　　　　
　　　 　　 　　　　　　　　　　　　。
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◎
1
7
年
度
定
時
評
議
員
会
》

改
正
社
会
福
祉
法
が
本
年
4
月
1
日
に

施
行
さ
れ
て
、
初
め
て
の
定
時
評
議
員
会

が
6
月2
4
日
(
土
)
"
時
か
ら
「
い
ず
み
館
」

古川評議員 滝口評議員
(評議員2名、前号でお知らせできなかったため) 2 性

州者暮録 の③ の援基 障た角蓮

麦藁を容嬰審畜多霜ざ田畠確
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施
設
職
員
研
究
大
会
へ
の
参
加
等
に
つ
い

て
の
報
告
が
行
わ
れ
、
質
疑
の
後1
2
時
価

し
た
。
続
く
第
2
号
議
案
と
し
て
「
規
程

　
　　

　
　

　
　
　
　
　
　

改
正
に
関
す
る
件
」
が
承
認
さ
れ
、
報
告

事
項
と
し
て
「
次
世
代
職
員
育
成
講
座
の

〈
2
0
1
7
年
度
第
3
回
理
事
会
〉

取
組
」
に
つ
き
事
務
局
報
告
が
さ
れ
、
新

引
き
続
い
て
、
同
日1
3
時
か
ら
定
時
評

任
期
〈
2
0
1
9
年
度
定
時
評
議
員
会
ま

議
員
会
で
再
任
さ
れ
た
役
員
に
よ
る
2
0

で
〉
の
執
行
部
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

1
7
年
度
第
3
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま

た
。

第
1
号
議
案
と
し
て
「
理
事
長
の
選
定

に
関
す
る
件
」
と
し
て
理
事
全
員
の
賛
成
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評議員会の様子 「5 い

た で 任 取 事 改 し に 》
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新役員 (松本理事、武下監事の両氏は当日欠席)

(
法
人
本
部
事
務
局
)

役職 氏 名 職 業

理事長冨永 健司
中津総合ケアセンターいずみの園総合施設長
大分県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会会長

理事 多田 玲子 日本キリスト教保育所同盟 副理事長

理事 松本 新子 長崎キリスト教友愛学園友愛社会館 理事長

理事 有馬 健 法人本部事務局長

理事 市川 朋克 特別養護老人ホームいずみの園 施設長

理事 谷口 弘美 中津総合ケアセンターいずみの園在宅サービス事業部長

理事 堂本 高雄 中津総合ケアセンターいずみの園 総務部長

理事 島田 晋 NPO環境保全技術研究所理事長めぐみ保育園園長

理事 度安′ー填太郎 中津教会牧師 グレース保育園園長

監事 金枝 豊治 社会福祉法人ややま福祉会 理事長

監事 武下 英二 特定非営利活動法人福祉の里なかっ応才髪隊理事長

社会福祉法人九州キリスト教社会福祉事業団の
社会福祉法に基づく情報公開について

2017 年4月 1日に施行された改正社会福祉法において、社会
福祉法第59条の52に基づき、事業運営の透明性向上を図るた
め、情報の公開が求められています。

閲覧対象書類
・定款 ・事業報告書 ・財産目録※
・貸借対照表 ・収支計算書 (事業活動計算書・資金収支計算書)
・監事の意見を記載した書面
・事業の概要その他厚生労働省で定める事項を掲載した書類
(現況報告書※)

※財産目録・事業の概要その他厚生労働省で定める事項を掲載した書類 (現況報告書)につ
いては、現在所轄庁と調整中であり、結論が出次第、当ホームページに掲載いたします。

当法人として7月から上記書類を、当ホームページに掲載してし、ます。

・法人定款は、当ホームページの〔理事長あいさつ 法人について〕
のページの〔法人定款〕からご覧になれます。

◎事業報告書・貸借対照表・収支計算書・監事の意見を記載した書
面は、当ホームページの〔理事長あいさつ 法人について〕のペー
ジの〔業務財務情報〕からご覧になれます。

TEL 23 ‐1616g りまで voL52-zUM-NosoNQDAYOR1 2

社会福祉法人九州キリスト教社会福祉事業団の
社会福祉法に基づく情報公開について



中津総合ケアセンターいずみの園組織変更について
20停 年 4月「日より、共生サービス事業部相談支援課に

「中津市障がい者等基幹相談支援センター」

「障がい者生活支援センターエマオ」

「中津市地域活動支援センター (工型) リアン」の 3事業所が加わりました。

○新採用

4月 10日付 樋口 香恵 ワークセンターシャローム 職業指導員
4月 17日付 中西 妙子 訪問介護課 ヘルパー
4月 21日付 早田 聡子 デイサービスかきぜ 介護員
5月 1日付 添田 忠寿 寄り合いセンターいずみ 介護員

小野 早苗 デイサービスふれあい館 介護員
大江マリ子 介護保険サービスセンター 介護支援専門員

自在丸照美 介護課 介護員
5月 6日付 武本 英彦 介護課 介護員
5月 9日付 工家 寿子 訪問介護課 ヘルパー
5月 15日付 宮垣 美穂 訪問介護課 ヘルパー

岩久かおり 聖愛ホーム 栄養士

6月 1日付 細川 顕照 中央サポートセンター 介護員
7月 1日付 秋満 恵 グループホームベテルハウス 介護員

@ 異動

5月 1日付 山田 大輝 デイサービスふれんど館 生活相談員
6月 1日付 粉 利治 デイサービスふれんど館 介護員

原田日登美 デイサービス S・れんど館 介護員
高藤 直樹 グループホームベテルハウス 介護員

7月 1日付 樋口 香恵 いずみの丘エステル 生活支援員
曽我 由美 ワークセンターシャローム 職業指導員

(以上2017 年7月31日まで)

屠牌 、 -- 1 +‐'△じJ1;w ニー サ学理.;、蔭高「一喜"霊一ー盗塁 iE「喜一“"- 部
L‐ 2017年度「中津総合ケアセンターいずみの園」事業計画重点事項 一

,~:‘

①新事業の企画立案と既存事業の安定的o継続的実施への分析
②「人材確保関連具体化検討チーム」の最終年度の仕上げ
③創立40周年記念事業の準備

総務課
1
①事務の効率化・スピードァップ

1②安全でおいしい食事の提供

経理課
1
①予算執キテのフィードバック

1②マリアガーデンからの情報発信

チャプレン室 1①創立の精神を学び業務に生かす 「
②メンタルヘルス計画

図圏翻鰐轍零=際鰯鱈灘譲受騨支援 」
圏園勝博ス裏叢麹騒総ふき滋‘滋瓢纏圏翻 1

聖愛ホーム
L
①入居者のADL低下・重度化に即応出来る翻りの強化

」②地域との連携強化

し、ずみの森 ー⑮じ身機能の維持向上の機会提供 1
②環境整備

醒閣議蔀罫講座樋藤綱縫,閉園圏闘園鰯囲贈翻.霊園園 1
　　　　　　　　　　　

相談課
1
①ユニット単位・家族交流会の実施

1②社会的長期入院患者の支援研究

介護課
1
①人材育成 o次世代リーダーの育成

!②介護の質の向上・外部研修参加

看護課 1①看取りヶァ体制の充実 F
②認定特定行為業務従事者フォローアップ研修の実践

リハビリ課 」①栄養サポート委員会の活動強化 1
②地域、在宅への専門職派遣

聞扇園艇圏園園圏圏醗国務
ふれんど館

i
①中重度対応サービスメニュー検討

1②職員の介議技術向上への研修

ふれあい館
1
①認知症利用者へのサービスの充実

1②地域運営推進会議の内容再考

ベテルハウス
1
①認知症の専門知識 o技術の向上

1②地域運営推進会議の内容再考

中央サポートセンター1参篭繋蒙募鎚サポート 」

域との交流促進
がいへの理解と専門性向上
たる事業者の設置検討

門性のある人材確保

一ビスの質の向上
門性の高い育成
クティビテイの充実と生きがいの創出

①サ
②専
⑨ア

①専門性のある人材
②適正利益の確保
③医療との連携強化

労継続事業の作業先開拓と新種目の開発 (A型)
勤率向上 (B型)
用者の安定 oケアの確立 (生活介護)

①地域
②障が
⑨従た

訪問介護課
①人材の育成
② -CT 化による作業効率の向上
③地域貢献

地域公益課
」
①「おおいたくらしサポート事業」推進

』②生活困窮者への側面支援

地域包括支援センター i①地域ケア会議 ②オレンジカフェ ③孤立ゼロ i

介護保険サービスセンターr際 翻 講定疾患の受け入れ E

嗣厩
.----

冒
;-
圏 ,,,

餐
----ー - - ‐

相談支援課
1
①市障御者等基幹相談支援センキ〔新事業〕の円滑な実施

1②地域活動支援センター(1型)〔新事業〕の普及啓発の実施

就労支援事業課

訪問看護課
E
①急性期・終末期の方の安全 o迅速授 け入れ

i②人材の育成

デイサービス課 鷹揚鱈好ど雪ぎ葬の役割リ F
児童サービス課

児童発達支援・放課後等デイ

子育て支援センター1参議甑島揺鰹雫実施 1
児童クラブ 」①共生型としての健全育成 」

②保護者との信頼構築・連携強化

寄り合し、センター

小規模多機能型
居宅介護・看護

かきぜグループホーム

3 1ZUMINOSON0 ‐DAYOR1VoL52 お問い合わせ・ご相談は

■鴬劃孫 -



卿雑 へ

周

を
、
え
る
霊
印

-

み
の
園
の

テ
ー

1
9
7
4
(
昭
和4
9
)
年
以
降
、
中
津
市
蛎
瀬
に
お
い
て
「
グ
レ
ー
ス
保
育
園

現

在
は
市
内
大
塚
に
移
転
)
を
開
園
し
て
い
ま
し
た
が
、
1
9
7
8
(
昭
和5
3
)
年

4
月1
0
日
、
社
会
的
に
要
請
さ
れ
て
い
た
老
人
福
祉
分
野
に
事
業
を
展
開
す
る
た

め
、
特
別
養
護
ホ
ー
ム
「
い
ず
み
の
園
」
(
定
員5
0
名
)
を
新
築
し
事
業
を
開
始
し
、

来
年
4
月
で
創
立4
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。

当
時2
6
名
の
職
員
で
「
い
ず
み
の
園
」
は
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
、
利
用
者
の
方

は
月
延
1
5
0
0
人
(
相
談
事
業
を
除
く
)
、
職
員
3
6
5
名
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
5
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
写
真

を
中
心
に
ふ
り
返
り
ま
す
。

」-十十′.十′,‘丁」r1
1」11′.」「ー.
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憎
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-
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翫
も

-
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′
パー
ぶ
三
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詰
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÷
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尋
常
三
野

　　
　
　
　　　
　

　
　　　
　
　
　
　

豪
州
-
護
憲-
.

少



介
護
予
防
、
健
康
教
室
に
つ
い
て

「いずみの園」は2013( 平成25)年、保育 o子育て支援事業、介護保険、障がいサービス事業を包括的に提供する「中津総合ケアセンター
いずみの園」と名称を改めました。本年度の事業計画書にも『地域との連携‐福祉のまちづくり』を重点目標に掲げ、“豊かさ"、"楽しさ"、
‘生ぐのしやすさ" のまちづくりに貢献する『中津総合ケアセンターいずみの園』の取組をこれから6回にわたり連載します。

曲
口

車

℃

;

　

　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　

　
　

ハ

私
た
ち
の
社
会
で
は
、
ま
す
ま
す
高
齢

　
　

』
勧

化
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。
誰
も
が
最
後
ま

り
こ

で
健
康
で
、
い
き
い
き
し
た
生
活
を
地
域

を

で
送
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　　　
　
　
　
　

日
田一鰯
一

要
介
護
状
態
を
防
ぎ
、
ま
た
は
要
介
護
状

塊

態
な
ぞ

その
進
行
を
遅
髪

‘

2
0
0
0
年
ご
ろ
よ
り
地
域
の
高
齢
者

ョ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

蹴
秒

が止
集
ま
るハ
住
民
が
主
体"
と
す
る
サ
□
ン
の

も
ア

立
ち
あ
げ
に
伴
い
、
「
サ
□
ン
に
来
た
方
の

に
ケ

日
合

体
調
確
認
を
す
る
と
い
い
よ
ね
」
と
い
う

繋

話
か
ら
看
護
師
が
行
く
よ
う
に
な
り
ま

…
中

し
た
。
サ
□
ン
に
出
向
き
、
血
圧
測
定
を

る

お
こ
な
い
、
そ
こ
か
ら
健
康
の
チ
ェ
ッ
ク

一
説
飛
騨

デ
ー ,

ぶ
ん
-

　
　
　に室

-
-
教　　　

　
　

み
の
園

看護
師
郡山奈緒
美
‐
樽

密
+
董
馨
壷
妄
薯

.

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

川
上

央
実

を
し
、
専
門
職
と
し
て
健
康
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
の
せ
い
か
と
思
い
が
ち
で
す

が
、
体
を
動
か
さ
な
い
で
い
る
と
、
生
活

機
能
も
低
下
し
ま
す
。
生
活
の
中
で
適
度

な
運
動
を
取
り
入
れ
、
継
続
し
て
い
く
よ

う
、
大
分
県
が
推
奨
す
る
自
宅
で
自
分
で

で
き
る
、
筋
力
ア
ッ
プ
の
体
操
「
め
じ
ろ

ん
元
気
ア
ッ
プ
体
操
」
の
紹
介
や
健
康
推

進
や
介
護
予
防
の
講
話
も
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
話
し
や
す
い
環
境
が
で
き
、
馴

染
み
の
関
係
も
で
き
、
困
り
ご
と
や
介
護

の
相
談
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
高
齢
者
が
集
ま
る
寄
合

の
場
に
出
向
い
た
り
し
て
、
地
域
を
支
え

る
資
源
と
な
れ
る
よ
う
取
組
み
ま
す
。

現
在
、
高
齢
者
の
自
動
車
運
転
や
介
護

に
ま
つ
わ
る
様
々
な
問
題
な
ど
テ
レ
ビ
や

新
聞
報
道
で
認
知
症
の
こ
と
を
耳
に
さ
れ

な
い
日
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
認
知
症
の
人
は
5
5
0
万
人
、
世
界

で
も
類
を
み
な
い
、
超古
腰
獅
化
社
会
の
日

本
で
は
、
認
知
症
対
策
は
最
も
重
要
な
課

題
の
1
つ
で
す
。

現
在
、
私
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
高
齢
者
の
認
知
症
支
援
を
専
門
に
し
た

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
と
い
う
職
種
で

働
い
て
お
り
、
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
定

着
や
地
域
の
方
へ
認
知
症
の
正
し
い
理
解

の
普
及
啓
発
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
<
り
の
取
り
組
み

と
し
て
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
や
勉
強
会
等

の
企
画
実
施
等
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
の
方
や
ご

家
族
か
ら
の
相
談
に
関
わ
る
中
で
、
認
知

症
を
と
り
ま
く
支
援
や
そ
の
対
応
に
は
多

職
種
の
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
だ
と
学
び
ま
し

た
。そ

こ
で
、
2
0
1
6
年
度
よ
り
『
中
津

市
認
知
症
コ
1
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研

修
』
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修

で
は
、
医
療
的
知
識
や
認
知
症
ケ
ア
な
ど

の
認
知
症
支
援
に
必
要
な
内
容
を
学
ぶ
機

‘
"
‘ .

~

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　

■
ー
■
■
J
譲
好
“
;′ー
韮
崎
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研修会場の風景
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会
と
し
て
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
先
認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
の
担
い
手
や
仲
間
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
医
療
介
護
関
係

者3
0
名
が
受
講
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
地
域
で
の
認
知

症
支
援
の
普
及
啓
発
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

等
及
び
勉
強
会
を
行
う
こ
と
で
広
く
地
域

の
方
々
へ
認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
、
認
知
症
が
進
行
し
て
も
、
み

ん
な
が
支
え
合
い
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
寄
与
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
津
市
認
知
症
ゴ
ー
ご
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
の
取
組

お問し、合わせ◎ご相談は

新シリーズ副 4◎周年を迎えるいずみ◎圏◎歩み

　　　　　　　　　　　　
- 僅話しやすい申灘つ《勝一

西暦2000年、「なかつ」はどんな街になってし、るの
でしょうか。人々が安心して住める街、住みたくな
る街、この様な点を良く考えながら、「豊か」で「住
みよい」、「ゆとりのある」街づくりを考えていかな　

　
　
中
十
か

　
　
　
　
　

　
　
　　
　

初日
貝
剣
加

、
い

ば

「

　
　
　
　出典 =『なかっのあゆみ』中津市教育委員会 1992年4月1日発行

「21、これからのなかつ」より抜粋



国
磨
交
流
の
取
組
斜
〆
穐
多
謝
『

経
営
企
画
室
主
任

冨
永

義
道

『
中
津
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
の

園
』
で
は
、
海
外
と
の
交
流
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に
近
年
は
、

韓
国
と
の
人
材
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

昨
年
7
月
か
ら
1
年
間
、
2
名
の
韓

国
人
が
い
ず
み
の
園
で
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
を
利
用
し
て
働
い
て
く
れ
て
い

た
他
、
今
年
の
5
月
に
は
韓
国
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
職
員
の
皆
さ
ん
、

6
月
に
は
韓
国
国
際
大
学
の
皆
さ
ん
、

7
月
に
は
ス
ン
シ
ル
サ
イ
バ
ー
大
学
の

皆
さ
ん
が
い
ず
み
の
園
に
見
学
に
来
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
今
年
の
2
月
、
そ
れ

か
ら
9
月
に
、
ソ
ウ
ル
に
あ
る
ス
ン
シ

ル
大
学
に
て
、
い
ず
み
の
園
の
職
員
が

講
師
と
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

当
園
の
2
0
1
7
年
度
事
業
計
画
の

「
人
材
育
成
、
人
材
確
保
対
策
」
の
中
に

　

　

　　
スンシルサイバー大学見学の様子①

「
外
国
人
人
材
の
導
入
」
と
の
記
述

も
あ
り
、
今
後
も
積
極
的
に
交
流

を
進
め
、
相
互
の
親
交
を
深
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

誓驚き憲三諸言語喜ぼ,

韓国国際大学見学の様子

【N一
醜

態

　　　　
　

　　

　
　
"
-◆

ンシルサイバ-大学見学の様子②

　
　　　　
　　　　
　　
　
　

　

　
　
　
　　
　　
　

　
　　

　　　　　

、hー

-べ
し′「

き,一喜,

「
1
r

　

　
　

『
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ず
み
の

園
』
で
は
、
昨
年
度
よ
り
、
「
お
お
い
た

介
護
□
ポ
ッ
ト
等
導
入
促
進
事
業
」(
事

業
主
体
"
大
分
県
社
会
活
動
介
護
研
修

セ
ン
タ
ー
)
の
.
環
で
あ
る
「
介
護
負

担
軽
減
」
を
目
的
と
し
た
各
種
□
ポ
ッ

ト
の
研
究
に
積
極
的
に
協
力
し
て
き
ま

し
た
。

次世代職員育成への取組
.雷電蟹よぶ孝義三塁署煽馨r「「,
　　　　　　　　　　　　

はき
保対策- 中間管理職講座、次世代 リー ・fr

柵
3霊1({)

　
　
　　それにそって、第 1回次世代職員育成講座 (入職 3年以上、35歳前後の

25人 )を 6月 8 日 (木 )14:00~15:30 に開催しました。今後、年 4回開催し、
若手職員の-層の資質向上に力を入れていく方針です。
第 1回は理事長から「当法人のこれまでとこれから」として講話があり、

続いて法人本部事務局長から「社会福祉事業って何?」との基礎講義①があ
り、本講座がスタートしました。 (経営企画室)

き
目
確

一

て
点
材
リ

っ
重
人
代

行
人

.
世

を
法
成
次

1
中
が
の
中
刺
そ

o
『
す
目

.
司
に

、
た
ま
項
策
の
れ

は
し
い
7
対

一
そ

で
と
て
標
保
ダ

い
ず
弗
◎
園

●

介
護
□
ポ
ッ
ト
導
入
に
つ
い
て

立死」を防ごうと、2o16年度からタ卜部と 1 爺逆
大分県中津市では、社会問題化する… 軽

諜 顧 練 窓押幸雄なき達筆禁書昌孝暑さ導き至り零 鷺 護実台 ,み取
『中津市地域包括支援センタ. いずみの ニ キテト扱

　　　　　　　　　　 　
　　　

　
二義≧鰯錆大綱 、, -,デ

ーL
痩 饗璽握

り上げられました。

近年特に多様化し、また大きくなってい :
ると考えられます。いずみの園でも、今 ;
回取り上げられた事業も含め、より-層 …
これらの問題に適切に対応できるよう行 …
動していきたいと考えています。
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2
0

7
年
6
月2
7
日
(
火
)
、
取
扱

事
業
所
の
方
が
来
園
し
、
「
□
ポ
ッ
ト

ス
ー
ツ
H
A
L
1
C
B
0
2
」
の
試
行

を
し
ま
し
た
。
「
□
ポ
ッ
ト
ス
ー
ツ
H

A
L
」
は
以
前
も
試
行
し
た
経
緯
(
2

0
1
6
年
翰
月
~
2
0
1
7
年
2
月

使
用
)
が
あ
り
、
今
回
は
防
水
機
能

が
新
た
に
加
わ
っ
た
タ
イ
プ
を
、
実

際
に
入
浴
業
務
を
行
っ
て
い
る
介
護

職
員
に
装
着
し
て
も
ら
い
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
、「
介
護
負
担
の
軽
減
」
を
目

的
と
し
た
介
護
□
ポ
ッ
ト
の
研
究
が

　が勘　　
孤園みず　 　

　
　

　
　
　
　
　

ゼ
れ

大
死
関

肯
ら

1
1

立
の

孤
げ
鞄
唖

り上げられました。　ま形　に聞
』
鶴

璃
轄
専
門
調
査
員
が
全
戸
訪
問
-
馨
*

△'錆-▽一望
社′.国目ルト・ミコ一式こ1炉▼一′、中延中長っ61“年gから、、(r"閲b
‘

-
謝

三
瀞選
端
緒
…
誹
議

　

　　
　

　
　
　

　

　
　
　
　
　

「
.

立
ホ

ー
‐

“
音
三
雲
吾
"
窯
零
下
雑
謡
鉦
謙
ぷ
き

き
淫
言
-
,
.

大分合同新聞 2017年5月11日夕刊

TEL23 ‐1616 ㈹まで



画

い
ず
み
の
園

永 松 弦 紀さん
特養事業部 介護課 介護買

.
"
滋
養

　

　
　

　

護

肉

介

焼

課

司

S

で
<

　

　
　
　

春

齢
職
き

ま
な
け
働

特

年
入
好

　
　
　
　
　

　
　

ず

」

、
、1

こ
こ
で
は
、
い
ず
み
の
園
で
働
く
男
性
職
員

を
紹
介
し
ま
す
。

彼
ら
の
働
き
ぶ
り
を
通
し
て
、
い
ず
み
の
園

の
内
側
を
少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

1

一

ず

′
も

-

-.

総
数一
三

　　
　

乱
酌
讃
偏
乱
闘
お
0

性
け
生
者
留
楽
る
寸

主
受

で
用
に
安
け
ま

英 之さん

一

　
　
　
　
　　
　

ず
-
-

いずみの園の
ノレーツを探る

「
こ
の
水
を
飲
む
者
は
だ
れ
で
も
ま
た
渇
く
。
し

か
し
、
わ
た
し
が
与
え
る
水
を
飲
む
者
は
決
し
て

渇
か
な
い
。
私
が
与
え
る
水
は
そ
の
人
の
内
で
泉

と
な
り
、
永
遠
の
命
に
至
る
水
が
わ
き
出
る
。
」

新
約
聖
書
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
4
章

当
施
設
の
名
称
「
い
ず
み
」
の
出
所
で
す
。
井

戸
端
で
イ
エ
ス
様
と
出
会
っ
て
こ
の
言
葉
を
言
わ

れ
た
女
性
は
「
そ
の
水
を
下
さ
い
」
と
言
い
ま
し

た
。
こ
の
水
は
イ
エ
ス
様
と
出
会
っ
て
歩
む
と
こ

ろ
に
湧
き
上
が
り
ま
す
。

前
理
事
長
故
多
田
一
三
先
生
の
奥
様
に
よ
り
ま

す
と
、
ま
だ
ま
だ
福
祉
事
業
が
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
あ
っ
た
時
、
こ
れ
か
ら
こ
の
泉
の
よ
う
に
当
事

業
団
の
働
き
が
大
き
く
地
域
に
広
が
っ
て
い
く
も

の
で
あ
る
よ
う
に
と
の
願
い
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
す
。

「
夏
は
日
向
を
行
け
、
冬
は
日
陰
を
行
け
。
」

夏
は
暑
い
日
向
を
あ
え
て
行
き
、
冬
は
寒
い
日
陰
を
あ
え

翻

膨

て
行
っ
て
、
身
体
を
鍛
錬
せ
ょ
。
ぁ
る
ぃ
は
・
夏
は
日
陰
を
・

襲
聴

冬
は
日
向
を
他
人
に
譲
り
、
常
に
謙
虚
な
気
持
ち
で
い
る
こ

罰

と
、
と
い
う
意
味
の
こ
と
わ
ざ
で
、
こ
れ
は
諺
苑
(
げ
ん
え
ん
)

徹

と
い
ぅ
江
戸
時
代
の
国
語
辞
書
に
あ
っ
た
貢
業
だ
そ
ぅ
で
す
。

「
い
ず
み
の
園
だ
よ
り
」
は
今
号
で7
0
号
の
節
目
を
迎
え
、

鰻

〉
…
ナ
ム
1
1

に
こ
…

…
0
、
ト
ド
ご
≧

一棚
岨
副uは封が*;担が釧臥7国寵狽耐園臥醇撒
材〆
酎

融
塾

し
く
"
紹
介
す
る
冊
子
を
目
指
し
て
、
夏
は
進
ん
で
日
向
を

行
く
よ
う
に
、
自
ら
汗
を
か
い
て
努
力
し
、
冬
も
進
ん
で
日

陰
を
行
き
、
常
に
謙
虚
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
記
事
編
集
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

お問し、合わせ oご相談は7 1ZUMINOSON0 ‐DAYOR- Vol.52



「
九
州
老
人
福
祉
施
設
職
員
研
究
会」
の
発
表
で
、

「
い
ず
み
⑩
園」
◎
職
員
が

優
秀
賞
と
奨
励
賞
を
受
賞
し
諒
し
た

発表中の様子 (原田主任)

2
0
1
7
年
7
月1
3
日
(
木
)
と1
4
日

(
金
)
に
、
熊
本
市
の
ホ
テ
ル
日
航
熊
本

に
て
開
催
さ
れ
た
「
平
成2
9
年
度
九
州
老

人
福
祉
施
設
職
員
研
究
会
」
の
2
日
目
に

行
わ
れ
た
研
究
部
会
で
、
当
園
特
養
事

業
部
介
護
課
原
田
主
任
が
「
人
が
学
び
育

つ
職
場
環
境
を
目
指
し
て
」
と
題
し
、
同

部
リ
ハ
ビ
リ
課
の
南
作
業
療
法
士
が
「
経

□
移
行
へ
の
取
組
~
あ
の
笑
顔
を
も
う

一
度
~
」
と
題
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
で表彰式 (南作業療法士)

-」
r

桜

醸
ぶ
醐
い
ず
み
の

　 　 　　　
　
　 　　

　　　 　　　
　　　

左から南作業療法士、冨永理事長、原田主任

燈
篭
計

^

研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
に

お
い
て
原
田
主
任
は
優
秀
賞
、
南
作
業

療
法
士
は
奨
励
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
原
田
主
任
か
ら

「
い
ず
み
の
園
の
取
組
が
こ
の
よ
う
な
形

で
認
め
て
頂
け
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し

い
で
す
。
」
と
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
南
作
業
療

法
士
か
ら
「
賞
を
頂
け
る
と
は
思
っ
て
お

ら
ず
驚
き
ま
し
た
。
協
力
し
て
く
れ
た

皆
さ
ん
に
感
謝
で
す
。
」
と
コ
メ
ン
ト
を

頂
き
ま
し
た
。

原
田
主
任
、
南
作
業
療
法
士
本
当
に

お
疲
れ
様
で
し
た
。

(
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ず
み
の
園
)
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三
ー
口

≦
≦
≦
」
N
[
ヨ
ヨ
O
8
コ
O
も

m1
ヨ
m
=
訪
O
吸
8
回
丞
◎
Q
O
E
X
の
b
9

の
も

一
三-」」・ヰ
塾
鋤
認
識
支
援
セ
ミ
〆
~
ー
丁
重
濯
ご
諺
~〆
」
幻
飯
櫛

2
0
「
7
年
5
月2
2
日
に
、
「
中
津
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
1
(
1
型
)
リ
ア
ン
」

が
開
所
し
ま
し
た
。
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
1
と
は
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
地
域
の
中

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
居
場
所
の
提
供
や
相
談
、
余
暇
活
動
、
生
活
体
験
な

ど
の
機
会
を
提
供
す
る
、
中
津
市
か
ら
の
委
託
事
業
で
す
。
市
内
蛎
瀬
に
あ
る
『
い
ず

み
の
園
福
祉
の
里
セ
ン
タ
ー

サ
マ
リ
ア
館
』
で
本
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
日

は
月
。
水
・
金
の
仇
時
か
ら1
7
時
、
土
曜
日
は1
0
時
か
ら
伍
時
に
開
所
し
て
お
り
、
土

曜
日
は
茶
話
会
や
料
理
教
室
な
ど
の
行
事
も
行
っ
て
い
ま
す
。

内覧会の様子

隠
密

し忌
「
リ
ア
ン
」
と
は
フ
ラ
ン

ス
語
で
、「
紳
」
を
意
味
し

ま
す
。
ご
利
用
者
同
士
や
職

員
、
地
域
の
皆
様
と
の
粋
を

意
識
し
、
全
て
の
方
が
安
心

し
て
く
つ
ろ
げ
る
居
場
所
を

作
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
取

組
ん
で
い
き
ま
す
。

(
共
生
サ
ー
ビ
ス
事
業
部

相
談
支
援
課
)

永
眠
者
追
悼
記
念
礼
拝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

8
月
9
日
(
水
)1
0
時3
0
分
よ
り
「
い
ず
み
の
園
」

の
ご
利
用
者
で
、
こ
の
ー
年
間
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た1
9
名
の
方
の「
永
眠
者
追
悼
記
念
礼
拝
」
が
当
園
「
地

域
交
流
ホ
1
ム
い
ず
み
館
」
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご
遺
族
の
方
、
特
別
養
護
老
人
ホ
1
ム
と
聖
愛
ホ
ー

ム
の
ご
利
用
者
、
職
員
な
ど
、
合
わ
せ
て4
0
名
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

司
式
は
当
園
の
堤
チ
ャ
ブ
レ
ン
が
行
い
ま
し
た
。
は

じ
め
に
参
加
者
全
員
で
讃
美
歌
の
合
唱
を
行
い
、
堤
チ
ャ

ブ
レ
ン
に
よ
り
創
世
記

23
章
1
1
6
節
の
朗
読
、
ま

た
「
旅
人
で
あ
り
寄
留
者
で
あ
る
」
と
題
し
て
説
教
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
祈
祷
、
讃
美
歌
合
唱
を
行
い
、

故
人
を
偲
び
記
念
礼
拝
を
終
え
ま
し
た
。

最
後
に
当
法
人
理
事
長
か
ら
、
亡
く
な
ら
れ
た
故
人

を
偲
ん
で
の
挨
拶
で
追
悼
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

(
特
養
事
業
部
相
談
課
)

司式を務められた堤チャプレン
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